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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 16,159 13.4 393 ― 211 ― 93 ―

22年3月期第2四半期 14,247 △35.8 △368 ― △580 ― △548 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 2.36 ―

22年3月期第2四半期 △13.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 22,105 3,636 12.1 67.66
22年3月期 22,414 4,312 13.3 75.08

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,685百万円 22年3月期  2,980百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 0.00 0.00

23年3月期 ― ―

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,000 4.9 860 ― 520 ― 420 ― 10.58



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 40,155,637株 22年3月期  40,155,637株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  460,749株 22年3月期  456,894株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 39,696,610株 22年3月期2Q 39,706,432株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国向けの輸出の増加や国内消費の持ち直しによ

り、回復基調が続きました。当社が関連するＯＡ機器市場や自動車市場においても、国内外で需要が回復

し、生産と販売が伸びました。こうした環境の中で、当社グループにおいても、ＯＡ機器向けや自動車向

け等の売上が国内及び海外で伸びたことから、精密ばね事業とプラスチック事業において収益が回復しま

した。また、モーター事業においても住宅設備向けや家電向けの販売が伸びたことなどから、収益が改善

いたしました。一方、ヒンジ事業においては、携帯電話向けの需要減少やノートパソコン向けの販売不調

から収益が悪化しました。 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比13.4％増の161億59百万円となり、売上高の増加に

伴う売上総利益の増加や販管費等の経費削減により、営業利益は３億93百万円（前年同期は３億68百万円

の損失）、経常利益は２億11百万円（前年同期は５億80百万円の損失）となりました。連結子会社の株式

会社ストロベリーコーポレーションにおいて、経営合理化策実施に伴い、不良在庫の廃棄損失や合理化費

用の引当金計上等により３億44百万円の特別損失が発生したため、四半期純利益は93百万円（前年同期は

５億48百万円の純損失）となりました。 
  
セグメントの業績は以下のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間からセグメントを一部変

更し、従来の精密組立部品事業はヒンジ事業に名称変更いたしました。 
① 精密ばね事業 
ＯＡ機器向けや自動車向けの線ばね・板ばねの需要回復により、売上高は、国内及び海外ともに計画

を上回って推移しました。売上高の増加に伴う利益の増加と人件費を中心とする固定費削減効果によ

り、収益も大幅に改善しました。この結果、売上高は前年同期比16.8％増の70億82百万円、セグメント

利益は前年同期比７億13百万円増の７億62百万円となりました。 
② ヒンジ事業 

ヒンジユニット販売は、主力の携帯電話向けにおいて、国内は需要の減少、海外は同業他社との競争

激化等により、国内外ともに販売が落ち込んだことに加え、ノートパソコン向けでは、技術面や品質面

の問題による立上げの遅れが響き、受注額が当初の計画を下回りました。この結果、売上高は前年同期

比27.5％減の12億86百万円となり、セグメント損失は前年同期よりも２億96百万円増加の４億76百万円

となりました。 
③ モーター事業 
住宅関連設備向けや季節家電新製品の売上が好調だったことから、売上高は前年同期比23.8％増の22

億74百万円となり、セグメント利益は89百万円（前年同期は38百万円の損失）となりました。 
④ プラスチック事業 
ＯＡ機器向け製品の需要回復やギヤインジェクション等の自動車向け製品の販売が伸びたことから、

売上高が国内及びアジアにおいて増加しました。売上高の増加に伴う利益の増加と人件費を中心とする

固定費削減効果により、収益も改善しました。この結果、売上高は前年同期比20.7％増の55億15百万円

となり、セグメント利益は12百万円（前年同期は２億２百万円の損失）となりました。 
  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は221億５百万円と、前連結会計年度末に比べ３億８百万

円減少しました。 

 主な要因は以下のとおりです。 

 資産の部は、売上高増に伴い受取手形及び売掛金が３億24百万円増加し、棚卸資産も３億54百万円増加

しましたが、現金及び預金が５億53百万円減少しました。また減価償却の実施等により有形固定資産が、

３億78百万円減少しました。 

 負債の部は、負債合計が184億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億66百万円増加しました。

これは、売上高増に伴う仕入高増により、支払手形及び買掛金が７億15百万円増加したこと等と借入金の

返済により有利子負債が、２億94百万円減少したこと等が主な要因となっております。 

 純資産の部は、純資産合計が36億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億75百万円減少しまし

た。これは、当第２四半期連結累計期間において93百万円の四半期純利益を計上しましたが、少数株主持

分が３億83百万円減少し、さらに円高の影響により為替換算調整勘定が３億66百万円減少したことが主な

要因です。 

 この結果、自己資本比率は12.1％となり前連結会計年度末に比べ1.2％減少しました。 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（キャッシュフローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は前連結会計年度末と

比べて５億24百万円減少し、26億41百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は次の

とおりです。 

  

① 営業活動によるキャッシュ・フロー  

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、資金が４億19百万円増加しました。 

主な要因は、売上債権増加による資金減、仕入債務の増加による資金増、減価償却費の資金留保による資

金増及び棚卸資産の増加による資金減等によるものです。 

  

② 投資活動によるキャッシュ・フロー  

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、資金が５億53百万円減少しました。主な要因は、

国内及びアジアの生産拠点に向けて行われた設備投資によるものです。 

  

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

 当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、資金は２億64百万円減少しました。主な要因は、

設備投資資金及び運転資金などの有利子負債を返済したことによるものです。 

  

輸出の鈍化や政府の経済対策の縮小等により、国内景気は足踏み状態に入りつつあり、欧米等の海外景

気の下振れや円高基調の継続等が、景気の先行きにおいて下押しリスクとして懸念されております。こう

した中で、平成23年３月期通期の連結業績予想につきましては、ヒンジ事業において、パソコン向けの販

売低迷と国内携帯電話向けの売上減少から、第３四半期以降も収益の悪化が見込まれているものの、精密

ばね事業において通期の業績が期初の予想を上回る見込みであることから、本年５月14日に発表した連結

業績予想に変更はありません。詳細につきましては、平成22年10月29日公表の「特別損失の発生及び業績

予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

簡便な会計処理 

１ 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

る場合には、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２ 棚卸資産の評価方法 

当第２四半期末の棚卸高の算出に関しては、一部のグループ会社につき実地棚卸を省略し、前連結

会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて正味売却額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

３ 固定資産の減価償却費の算定方法 

一部の会社においては、固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づ

く年間償却予定額を期間按分する方法によっております。なお、定率法を採用している資産について

は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

４ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

税金等調整前四半期純利益に重要な税務調整を加えた後の課税所得を基に法人税等を算出しており

ます。 

  

①会計処理基準に関する事項の変更 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益899千円、経常利益985千円がそれぞれ減少し、税

金等調整前四半期純損失が15,027千円増加しております。また、当会計基準の適用開始による資産除去

債務の変動額は9,090千円であります。 

 なお、海外の一部の工場等で建物及び土地を賃借しており、不動産賃貸借契約に基づき、退去時にお

ける現状回復に係る債務を有しておりますが、当該資産に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、

現在のところ移転等も予定されていないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができませ

ん。そのため当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。 

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

・「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日内閣府令

第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科

目で表示しております。 

・前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取賃借料」は、営業

外収益の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしておりま

す。なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃借料」は16,310

千円であります。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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当社の連結子会社である株式会社ストロベリーコーポレーション（ヒンジ事業）において、主力とす

る携帯電話事業分野での需要低迷と同社新製品市場投入の遅れに加え、ノートパソコン分野でも顧客と

の技術問題の解決が長引き、本格量産までの時間を要したことから、同社は、当第２四半期連結累計期

間において、営業損失を計上し、前連結会計年度に引き続き、当連結会計年度においても継続的な営業

損失となる見込みです。 

 この結果、当社及び当社グループが将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じ

させる状況（重要事象等）が存在していますが、携帯電話事業分野での同社新製品市場投入とノートパ

ソコン分野における顧客との取引関係が確立されるに従って売上高の回復が見込まれることに加え、同

社の連結子会社であるGUANGZHOU STRAWBERRY CORPORATIONの生産縮小及び大幅な人員合理化等の経営改

革の取り組みを実施することにより、この問題は回避できるものと判断しています。また、資金繰り計

画に対する金融機関の支援体制も得ることができております。 

 以上の結果、当社及び当社グループの事業継続にあたり、重要な不確実性は存在していないと判断し

ております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,889,895 3,443,381

受取手形及び売掛金 7,231,853 6,907,522

商品及び製品 938,866 820,564

仕掛品 653,240 610,681

原材料及び貯蔵品 1,751,267 1,557,651

繰延税金資産 356 211

その他 626,219 684,482

貸倒引当金 △38,651 △44,325

流動資産合計 14,053,047 13,980,169

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,852,992 2,071,970

機械装置及び運搬具（純額） 2,303,110 2,506,700

土地 2,120,758 2,147,510

その他（純額） 725,846 654,534

有形固定資産合計 7,002,708 7,380,716

無形固定資産

のれん 34,044 46,455

その他 241,526 258,213

無形固定資産合計 275,570 304,669

投資その他の資産合計 774,032 748,780

固定資産合計 8,052,312 8,434,165

資産合計 22,105,360 22,414,335
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,936,596 4,220,675

短期借入金 4,142,090 4,232,775

1年内返済予定の長期借入金 2,398,675 1,329,973

未払法人税等 185,455 101,803

賞与引当金 119,501 54,463

その他 1,194,138 1,273,295

流動負債合計 12,976,459 11,212,988

固定負債

長期借入金 3,093,971 4,365,990

繰延税金負債 315,330 319,476

退職給付引当金 1,427,762 1,389,384

役員退職慰労引当金 53,575 53,575

環境対策引当金 7,106 －

負ののれん 62,950 125,900

資産除去債務 9,093 －

その他 522,603 634,583

固定負債合計 5,492,392 6,888,909

負債合計 18,468,851 18,101,898

純資産の部

株主資本

資本金 3,451,610 3,451,610

資本剰余金 2,571,333 2,571,588

利益剰余金 △1,521,513 △1,615,313

自己株式 △133,632 △133,503

株主資本合計 4,367,798 4,274,381

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,596 16,703

為替換算調整勘定 △1,677,480 △1,310,629

評価・換算差額等合計 △1,682,076 △1,293,926

新株予約権 25,129 22,531

少数株主持分 925,657 1,309,450

純資産合計 3,636,508 4,312,436

負債純資産合計 22,105,360 22,414,335
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 14,247,163 16,159,801

売上原価 11,379,629 12,890,251

売上総利益 2,867,533 3,269,550

販売費及び一般管理費 3,235,643 2,876,398

営業利益又は営業損失（△） △368,109 393,152

営業外収益

受取利息 9,446 3,168

負ののれん償却額 62,950 62,950

受取賃貸料 － 35,811

その他 78,600 45,338

営業外収益合計 150,997 147,269

営業外費用

支払利息 140,658 140,572

為替差損 195,943 136,201

その他 26,888 51,906

営業外費用合計 363,491 328,680

経常利益又は経常損失（△） △580,603 211,741

特別利益

固定資産売却益 35,393 5,267

前期損益修正益 － 4,525

その他 10,775 694

特別利益合計 46,168 10,487

特別損失

固定資産処分損 3,027 1,299

投資有価証券売却損 14,877 －

関係会社株式売却損 35,177 －

事業構造改善費用 － 327,062

環境対策引当金繰入額 － 7,106

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 14,042

その他 15,096 14,585

特別損失合計 68,179 364,095

税金等調整前四半期純損失（△） △602,613 △141,866

法人税、住民税及び事業税 84,896 133,523

法人税等調整額 △2,435 2,168

法人税等合計 82,461 135,691

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △277,558

少数株主損失（△） △136,974 △371,358

四半期純利益又は四半期純損失（△） △548,100 93,800
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △602,613 △141,866

減価償却費 649,257 551,969

のれん償却額 △42,577 △50,538

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,375 67,504

退職給付引当金の増減額（△は減少） △317,485 38,918

貸倒引当金の増減額（△は減少） 57,186 △5,157

受取利息及び受取配当金 △15,291 △4,984

支払利息 140,658 140,572

為替差損益（△は益） 16,211 14,721

有形固定資産売却損益（△は益） △35,393 △4,503

固定資産処分損益（△は益） 3,027 1,299

売上債権の増減額（△は増加） △873,309 △544,999

たな卸資産の増減額（△は増加） 229,789 △457,755

仕入債務の増減額（△は減少） 892,548 898,020

その他 △428,973 126,477

小計 △314,589 629,677

利息及び配当金の受取額 21,323 2,549

利息の支払額 △150,671 △144,918

法人税等の支払額 △85,122 △67,738

営業活動によるキャッシュ・フロー △529,059 419,569

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △519,513 △491,706

有形固定資産の売却による収入 153,999 3,048

無形固定資産の取得による支出 △2,276 △24,333

無形固定資産の売却による収入 1,042 1,093

投資有価証券の取得による支出 △12,940 △11,869

投資有価証券の売却による収入 57,945 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

225,558 －

その他 92,690 △29,306

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,494 △553,074

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 241,311 △81,899

長期借入れによる収入 1,410,471 525,411

長期借入金の返済による支出 △932,509 △672,983

配当金の支払額 － △1,173

少数株主への配当金の支払額 △25,242 △244

自己株式の増減額（△は増加） △19 △128

その他 △89,224 △33,334

財務活動によるキャッシュ・フロー 604,788 △264,352

現金及び現金同等物に係る換算差額 △95,003 △126,788

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △22,768 △524,645

現金及び現金同等物の期首残高 3,672,487 3,165,679

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 49,049 －

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △19,727 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,679,040 2,641,034
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該当事項はありません。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営会議が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社は、本社にて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、製品の種類別に事業活動を展開しておりま

す。 

 従って、当社では取り扱う製品を基礎とした事業別セグメントから構成された、「精密ばね事業」、

「ヒンジ事業」、「モーター事業」及び「プラスチック事業」の４つを報告セグメントとしております。

「精密ばね事業」は、押し・引き・トーションばね、ワイヤーフォーミング、薄板ばね等の製造販売を

しております。「ヒンジ事業」は、ハイパフォーマンスヒンジ等の販売をしております。 

「モーター事業」は、ＤＣモーター、コアレスモーター、ギヤードモーター等の製造販売をしておりま

す。「プラスチック事業」は、プラスチック射出成形品等の製造販売をしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
  

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【セグメント情報】

(単位：千円)

精密ばね
事業

ヒンジ事業 モーター
事業

プラスチック
事業

合計

売上高

  外部顧客への売上高 7,082,269 1,286,808 2,274,768 5,515,955 16,159,801

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

66,929 ― ― 2,066 68,995

計 7,149,199 1,286,808 2,274,768 5,518,021 16,228,797

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

762,203 △476,625 89,268 12,017 386,862

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 386,862

未実現利益の調整額 △52

その他の調整額 6,341

四半期連結損益計算書の営業利益 393,152
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４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

「ヒンジ事業」セグメントにおいて、連結子会社であるGUANGZHOU STRAWBERRY CORPORAITIONの一部の

資産が除却予定であるため減損損失を計上しております。当該減損損失の計上額は当第２四半期連結累

計期間において33,860千円であり、経営合理化に伴う事業構造改善費用として特別損失に計上いたしま

した。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

(参考情報) 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 前第２四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報の事業区分を、新セグメントに組替える

と、以下の通りであります。 

 
  

該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

精密ばね
事業

ヒンジ事業 モーター
事業

プラスチック
事業

合計

売上高

  外部顧客への売上高 6,065,534 1,774,319 1,837,736 4,569,572 14,247,163

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

47,669 ― ― － 47,669

計 6,113,204 1,774,319 1,837,736 4,569,572 14,294,832

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

48,278 △180,414 △38,323 △202,736 △373,195

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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